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＜連絡事項＞

・インフルエンザ罹患者発生の為、本日よりリハビリテーションプログラムは各病棟で行います。

・給与明細（年休取得数、残業数等）に疑義が生じた場合は、必ず直属の上司にも報告のうえ、総務チームへ確認をしてください。
・メンタルのボイラー故障中です。

＜患者様連絡事項＞

・船田　正明様～2/14（金）11：00～2/15（土）16：00、2/20(木)15：00～2/21（金）16：

00の外泊届けを主治医に提出中。外泊に合わせ、退院前訪問指導施行の

許可を頂いています。

・武井　睦雄様～1/31（金）13：30～症例検討会実施予定。鉄剤の内服は2/3採血実施し、

結果にて検討していくとの事です。
・中居　松男様～病状悪化にて、東Aユニットへ転入となっています。

・坂　貢様～臨時薬前回と同内容にて、田名部先生より2日分処方して頂いています。

・大高　千枝子様～臨時薬前回と一部内容変更し3日分処方となっています。

　　　　　　　　　ハップスター3袋処方となっています。

・福岡　良孝様～1/29　施設入所の結果が出て、1/30 14：00施設のスタッフ、ケアマネジ

ャーが本人に面会予定。良ければ、1/31　退院予定となっています。
＜要注目患者様＞

・松川　麗様～昨日、母様と外出され、問題行動なく帰院しています。夜間は休まれ、今

朝、母様と電話が繋がらず、退院要求聞かれていますが易怒性となること

はありません。引き続き、訴えを傾聴し気分安定を図るとともに、不適切

な行動を振り返り、現実的に評価できるよう介入していきましょう。また

今後の方向性の決定していく為、2/3症例検討会実施予定とします。

・福岡　良孝様～昨日、インフルエンザテスト実施し、A型陽性。隔絶対応としタミフルが

処方となっています。咳嗽、鼻閉、泡沫状の粘調痰の排出みられていま

す。食事、水分は摂取できています。体温は38℃代～39℃代続き、アン

ヒバ坐薬にて対応しています。引き続き、身体管理と感染対策の徹底を

行っていきましょう。

・根岸　英子様～話の内容がかみあわない事や、下着姿でいる事、また衣類の上に下着を

着用していることあり介入要しています。介入に対しては理解出来ない

様子みられ、一部介助を行っています。夜間は休む事できています。引

き続き、日常生活行動の回復の為の援助と、病識が持てるような関わり

をしていきましょう。

・武井　睦雄様～妄想に左右された言動なく、日課スムーズに行っています。夜間は良眠

経過しています。引き続き、症状の観察と、退院後の具体的生活設計の

支援等を進めていきましょう。

・出河　攻様～深夜帯、38℃代の発熱あり、インフルエンザテスト実施。結果、A型陽性反

応あり、タミフル処方、隔絶対応としています。咳嗽、鼻閉みられていま

す。引き続き身体管理と感染対策の徹底を行っていきましょう。

＜田名部先生診察状況＞

・本多　富美様～臨時薬一部変更となり3日分処方となっています。1/28 MRSA検査の指示

がでています。

・泉川　ケイ子様～臨時薬前回と同内容で7日分処方となっています。また、予測指示薬

ロキソプロフェンNa　7回分処方となっています。

・伊藤　義彦様～臨時薬前回と同内容で7日分処方となっています。

・松林　政道様～臨時薬前回と同内容で7日分処方となっています。

・根岸　英子様～臨時薬前回と同内容で7日分処方となっています。病状説明と退院後の

生活場所確認の為、面談実施予定。その後、外出・泊訓練実施し、退院

前訪問指導を行っていく予定です。
・松川　麗様～外泊訓練を進め、外泊時、シアナマイドを処方予定です。
・中村　弘行様～施設申込しているも、50人待ちの状態であるため、2月中に主治医と面

談実施予定。次回、ご家族様の面会があった際は日程調整をお願いしま

す。（田名部先生の都合の良い日は、月～金曜日　16：00以降）

＜転入患者様情報＞

小林　満様　主病名：アルコール依存症　　主治医：田名部Dr/中野Dr　

担当：久保Ns、高森CW
経過：Ｈ25.11.23当院退院後より運転免許を再取得し、大工仕事に従事。時に飲酒することもあった様子。12月中旬に職場内でトラブルがあったことと、仕事中に左第1指を縫合する怪我をし仕事を休むようになり、年末頃より連続飲酒する様になっていた。Ｈ26.1.6スーパー駐車場にて飲酒運転で接触事故を起こし、以降も断酒できず、本人自ら断酒目的のため入院希望があり、平成25年1月20日当院5回目の入院となる。（任意入院）

離脱症状なく、夜間の睡眠も概ね良好。再飲酒については「悪いと思っていても

飲んでしまう」と顔をしかめ自らを問いただすよう訴えてきている。

断酒意思については持っている様子はあるが、自分が納得し、心のもやもやが晴れた状態で退院したい旨を話している。

1／27本人より寝つき悪いと訴えあり、主治医へ状況報告しエスタゾラム（2）1T就床前薬へ3日分追加処方となっている。

その他：･入院治療期間は概ね1～3ヶ月。AAと断酒会を軸にし行っていく

･プログラム内容は、本人の希望にてテキスト学習を中心に取り込み、　CPとのカ

ウンセリングも平行し行っていく

･生活（生活リズム、職業等）の立て直しも含め、CP･NSと本人が表出する訴えに

対し支持的に介入する

･カードなし

本多　富美様の症例検討会を実施しています。
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抽出された問題点

①各プログラムを頭痛を訴え休む事多い。

②金銭管理困難、アルコール摂取によりディケア等の利用をしなくなる危険性が高

　い。アルコール摂取が予測される。

③他者への物の振る舞い。

④母が本人の言いなりになる事ある。

⑤父様との関係性が良好ではない

⑤体重増加

検討された支援内

容と今後の方針

・確実な服薬：服薬自己管理継続

・酒害教育を実施し、断酒意志の確立を図る。

・外出・泊訓練実施し、退院前訪問指導を組み込んでいく。その際、生活環境、家

　族関係を再確認し、御家族様に疾病教育や、本人様との関わり方のアドバイス等

　行っていく。

・退院前訪問指導実施後に、地域復帰支援検討会実施し、退院後のサービス調整を

　進めていく。

・①に関して、すぐに予測指示で対応するのではなく、なるべく薬に頼らない方向

　で対応していく。また、頭痛に関して認知行動療法、セルフモニタリングを行っ

　ていく。

・物のやりとり等の病棟ルールの指導、体重管理継続

・治療方針→気分の改善を図り、断酒意志を育む。2月中の退院を目指す。



開催日：Ｈ26年1月27日

時間：13：30～14：00



報告書（症例検討会2回目）

チームメンバー

Ａチーム

久保　奈々美・西山　光子・清川　真澄・高森　偉津子・長濱　佳祐・畑内　涼子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ26年1月27日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　相馬　亜紀子

　

基礎情報

氏名：本田　富美様　（女性：44歳）　病名：アルコール依存症、人格障害

入院年月日：Ｈ25　6.5　　　　　　　　　当院 7回目

入院形態：医療保護入院

退院予定年月日：　　　　　退院予定先：自宅


